























（ 1 ） Χριστιανοίという呼称の起源とキリスト教徒自身による名称の受容については、保坂高殿『ローマ帝
政初期のユダヤ・キリスト教迫害』（教文館、2003年）184-223頁が詳しい。


































（ 3 ） 検索方法として、γαλιλαῖοςの複数形を調べた。結果、333回の用例が挙がった。
（ 4 ） Γαλιλαῖοι, ἔθνος τῆς Ἰουδαίας．テクストは次の文献を使用。A. Meineke, Stephan von Byzanz, Ethnica (Berlin; 
Reimer, 1849). 
（ 5 ） Γαλιλαῖοι: ζήτει ποτὲ μετωνομάσθησαν Χριστιανοὶ ἐν τῷ Ναζιραῖοι．テクストは次の文献を使用。A. Adler, 
Suidae lexicon, 4 vols (Lexicographi Graeci: Leipzig; Teubner, 1928-1935).
（ 6 ） Χριστιανοί: ἐπὶ Κλαυδίου βασιλέως Ῥωμαίων, Πέτρου τοῦ ἀποστόλου χειροτονήσαντος Εὐόδιον ἐν Ἀντιοχείᾳ, μετω-
























たのは、ハスモン朝のアリストブロス 1世（在位前 104年 ~前 103年）の時代であっ
たとされている（11）。この出来事によって、ヘレニズム化していたガリラヤの住民た
ちの再ユダヤ化が行われた（12）。このユダヤ化がどのようなものであったにせよ、アッ




（ 8 ） イザヤ書 9:1、マカバイ記Ⅰ 5:15。
（ 9 ） S. Freyne, “The Geography of Restoration: Galilee-Jerusalem Relations in Early Jewish and Christian 
Experience,” New Testament Studies 47 (2001, 289-311), 298-299．
（10） S. Freyne, “Galileans,” The Anchor Bible Dictionary, Vol.2. Edited by D. N. Freedman (New York, N.Y.; 
Doubleday, 1992), p.877．
（11） Josephus. Antiquitates Judaicae.13.319．
（12） ただし、ヨセフスのこの記述については信用性についての議論があるので鵜呑みにはできない。詳し











であり、2回はイエスに（マタ 26:69、ルカ 23:6）、2回はペテロに（マコ 14:70、ル



















（13） マタ 26:69、マコ 14:70、ルカ 13:1，13:2（2回），22:59，23:6、ヨハ 4:45、使 1:11，2:7，5:37。
（14） Josephus. Antiquitates Judaicae.18.23-25．


































（17） Freyne, “Galileans,” The Anchor Bible Dictionary, Vol.2, p.877．
（18） 荒井献『使徒行伝―上巻―』（現代新約注解全書、新教出版社、1977年）388頁参照。
（19） Josephus. De bello Judaico.2.218，Antiquitates Judaicae.18.23．
（20） Josephus. De bello Judaico.2.433．
（21） Josephus. Josephi vita.39, 99：Cf. S. Zeitlin, “Who Were the Galileans? New Light on Josephus’ Activity in 

























（24） τοὺς Σαδδουκαίους ἢ τὰς ὁμοίας αἱρέσεις Γενιστῶν καὶ Μεριστῶν καὶ Γαλιλαίων καὶ Ἑλληνιανῶν καὶ Φαρισαίων καὶ 
Βαπτιστῶν（Justinus. Dialogus cum Tryphone.80.4）．テクストは次の文献を使用。E.J. Goodspeed, Die 
ältesten Apologeten (Göttingen; Vandenhoeck & Ruprecht, 1915).
（25） Ἐσσαῖοι• Γαλιλαῖοι• Ἡμεροβαπτισταί• Μασβωθαῖοι• Σαμαρεῖται• Σαδδουκαῖοι• Φαρισαῖοι（Eusebius. Historia 
ecclesiastica.4.22.7）．テクストは次の文献を使用。G.Bardy, Eusèbe de Cesarée Histoire ecclésiatique, 





のを造ったということを、理性や立証によって学ぶことはできないのだろうか（ποῖος ἔτι τούτῳ τύραν-
νος φοβερὸς ἢ ποῖοι δορυφόροι ἢ ποῖαι μάχαιραι αὐτῶν; Εἶτα ὑπὸ μανίας μὲν δύναταί τις οὕτως διατεθῆναι πρὸς 
ταῦτα καὶ ὑπὸ ἔθους οἱ Γαλιλαῖοι• ὑπὸ λόγου δὲ καὶ ἀποδείξεως οὐδεὶς δύναται μαθεῖν, ὅτι ὁ θεὸς πάντα πεποίηκεν 
τὰ ἐν τῷ κόσμῳ καὶ αὐτὸν τὸν κόσμον ὅλον μὲν ἀκώλυτον καὶ αὐτοτελῆ, τὰ ἐν μέρει δ’ αὐτοῦ πρὸς χρείαν τῶν 
ὅλων;）」Epictetus. Dissertationes ab Arriano digestae.4.7.6．テクストは次の文献を使用。H. Schenkl, 





（29） A.v. Harnack, Die Mission und Ausbreitung des Christentums in den ersten drei Jahrhunderten. 2 Bde (Leipzig; 
























（30） E. Meyer, Ursprlünge und Anfänge des Christentums 3 (Die Apostelgeschichte und die Anfänge des 
Christentums: Stuttgart; J.G.Cotta, 1923), S.350．
（31） ヘンゲル『ゼーロータイ』52-53頁参照。
（32） Josephus. De bello Judaico.7.417．
（33） Cf. J. T. Milik,"Une lettre de Simeon Bar Kokheba, "Revue Biblique, 60 (1953, 276-294)．



































（38） R. L. ウィルケン『ローマ人が見たキリスト教』（三小田敏雄・松本宣郎・坂本浩・道躰滋穂子訳、ヨ
ルダン社、1987年）278頁参照。
（39） Cyrillus Alexandrinus. Contra Julianum. PG76:508C．
（40） 「私はゲオルギオスの書物はすべてとは言わないが、ほとんどのものを知っている」（Ἐπίσταμαι δὲ 
ἐγὼ τὰ Γεωργίου βιβλία, καὶ εἰ μὴ πάντα, πολλὰ μέντοι•）Julianus. Epistulae.107．
 　ユリアヌスの著作の節番号については、W. C. Wright, The Works of the Emperor Julian (Loeb Classical 




（42） G. W. バワーソック『背教者ユリアヌス』（新田一郎訳、思索社、1986年）95頁。
（43） Julianus. Contra Galilaeos.201．
（44） Ibid.213．





























（47） Harnack, Die Mission und Ausbreitung des Christentums, S.412．
（48） E. Gibbon, The History of the Decline and Fall of the Roman Empire, Vol.4 Edited by J. B. Bury with an 
Introduction by W. E. H. Lecky (New York; Fred de Fau and Co., 1906), chap.23, fn.40．
（49） Oratio .  6,7, Epistluae .  46,54,61,79(twice),83(twice),84(twice),88,89(three times),98,106,107, 
110,111,114(twice),115, Misopogon. 28,35, Contra Galilaeos.39,42．
 　なお、この 27回は TLGにおいて Γαλιλαῖοςの複数形を検索した回数であり、単数形でも 1回用例
があり、アタナシオスを「ガリラヤ人」と呼んでいる（『アレクサンドリア人へ（Epistulae.111）』）。

































（54） Οἱ δὲ ἐκ τῆς Γαλιλαίας δυσσεβεῖς ὥσπερ τι νόσημα τῷ βίῳ τὴν ἑαυτῶν...(Julianus. Epistulae.89)．
（55） οὐκ ἄν, φησίν, οὐδὲ ὁ Γαλιλαῖός σου Θεὸς θεραπεύσειε σέ. Γαλιλαῖον γὰρ εἰώθει ὁ Ἰουλιανὸς καλεῖν τὸν Χριστὸν καὶ 
τοὺς Χριστιανοὺς Γαλιλαίους（Socrates. Historia ecclesiastica.3.12）．テクストは次の文献を使用。P. Maraval 
and P. Périchon, Socrate de Constantinople, Histoire ecclésiastique (Paris; Editions du Cerf, 2004-2007).
（56） Theodoretus.Historia ecclesiastica.3.25.7．
（57） ただし、この有名な言葉は、極めて真実性が疑われているものであり、他の伝承では「ヘリオスよ、
汝は私を見捨てた（ὦ ἥλιε, ἀπώλεσας Ἰουλιανόν）」となっている（Zosimos. Epitome historiarum. 
13.13.29）。
（58） Gregorius Nazianzenus. Oratio.4.76 (PG35: 601)．
































（60） D. Bowder, The age of Constantine and Julian (London; Elek, 1978), p.110．
（61） P. Athanassiadi-Fowden, Julian and Hellenism: an intellectual biography (Oxford; Clarendon Press, 1981), 
p.161.fn．
（62） Julianus. Contra Galilaeos.100．
（63） εἰ γὰρ πάντων ἡμῶν ἐστι θεὸς καὶ πάντων δημιουργὸς ὁμοίως, τί περιεῖδεν ἡμᾶς; (Ibid.106)．
（64） ウィルケン『ローマ人が見たキリスト教』284-285頁参照。
90－　　－
「ガリラヤ人」という呼称に関する考察
４．まとめ
　本論文では、前半でユリアヌス以前の「ガリラヤ人」を後半でユリアヌスにおける
「ガリラヤ人」を扱ったが、前半の用例の大半が「ガリラヤ地方の人」という地理的
な意味か「熱心党」を指しており、後者のような「キリスト教徒」を指す意味で用い
られることは、使徒言行録の 1:11と 2:7を除いてほとんど存在しなかった。つまり、
突如 4世紀にユリアヌスは「ガリラヤ人」という呼称をキリスト教徒に向けたのであ
る。本論文では、これをユリアヌスがキリスト教の神を普遍的なものではなく有限な
ものであると捉えていたためであると結論付けた。だが、どうしてユリアヌス以前の
有能なキリスト教の批判者、たとえば 2世紀のケルソスによってこの呼称は用いられ
なかったのだろうか。ケルソスもまたキリスト教の神の有限性を指摘しており（65）、
キリスト教徒に対し「ガリラヤ人」という蔑称で呼ぶ可能性があったと言える人物で
ある。その疑問は、本論文の第 2章から明らかにすることができるだろう。2世紀に
おいて「ガリラヤ人」という呼称は、「熱心党」というユダヤ教の民族主義集団を指
していると一般的に広まっていた。そのため、「キリスト教徒」を指すのに、この呼
称があまり向いているとは思わなかったのだろう。確かに、使徒言行録の 2回の「ガ
リラヤ人」の用例から、1世紀にはイエスの信奉者にその呼称を用いることはあった
かもしれない。だが、同じ呼称が別の一派を指す語としても用いられているとすれ
ば、紛らわしさを感じて用いるのを避けようとするに違いない。その結果、イエスの
信奉者たちはイエスの出生地に由来する「ナザレ人」ともよく呼ばれることもあった
し、最終的に「キリスト教徒」という馴染みの呼称が一般に浸透していったのだろ
う。以上のことから、ケルソスら 2世紀の異教徒にとって「キリスト教徒」を「ガリ
ラヤ人」と呼ぶことは好ましくないと思われたのである。そして、4世紀の中頃には、
「ガリラヤ人」＝「熱心党」という認識は忘れ去られ、イエスがガリラヤ地方で生ま
れ活動したという聖書の知識に基づいて、ユリアヌスは躊躇なくキリスト教徒を「ガ
リラヤ人」と言い放つことができたのである。
（65） Origenes.Contra Celsum.4.7．
